













































































ある。ヴィクトル三世は一〇八七年八月末 ベネヴェントに教会会議を召集した。教皇は対立 ウィベルトゥ （クレメンス三世）と教皇自身に人身攻撃をくわえていたリヨン大司教ユーグ、サ
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しながらシスマに勝利できたのは南伊のノ マン人とフランス聖界人の支持と協力が得られたからにほかならない。クリュニー出身のウルバヌスはつねに修道院長ユーグと親密に連携しながら行動し、クリュニー修道会の西欧的なネットワ クが彼の支持勢力 拡大に寄与したことを忘れてはなるまい。ローマを制することが西欧の聖俗界貴族の支持を りつけるための必要条件ではなくなった であり、「教皇がいるところ、そこがローマである」《



























































になるとハインリヒを取り巻く情勢は一段と厳しさをました。前述したようにコンラートの反乱、ロンバルディーア都市同盟の結成は、マティルダ・ヴェルフ軍の同盟とあいまって、ハインリヒのドイツ帰還を絶望的にした。彼の軍隊はイタリア北東部の一角に封じ込められたのである。ウ バヌスは一〇九三年十一月末にローマに戻った。十二月にはリヨン大司教ユーグをフランスの教皇特使 再任し、教皇改革に本腰を入れて取り組む態勢をと のえた。一〇九四年春、ヴァンドーム修道院長ジョフロワが提供した資金によってラテラノ宮殿を買収し、復活祭をここで祝っている。他方、ウィベルトゥスはその後長くラヴェンナ とどまったのである。　
一〇九五年三月にピアチェンツァで開催された教会会議は両教皇の




































































































リアム征服王以来のイングランド教会の慣習が守られたといえよう。原則の柔軟な適用は、シチリア伯ルッジェーロに対す 特権授与にもみられる。一〇九八年七月五日、ウルバヌスはサレルノにおいてルッジェーロと彼 相続者に教皇特使職を承認した。彼 意志と助言なしには今後ローマ教会は伯の領内に を派遣しない 特使が伯のもとに遣わされるときには、彼によって何がなされるかと うことよりも「特使に代る伯の熱意 よって」《
per industriam

























































つまり法の弾力的運用への配慮である。ウルバヌス・パスカリス期には、北フランスや南ドイツにすぐれた教会法学者が輩出した。明確な視点と傾向性をもっていたグレゴリウス七世期の教会法学者と異なり、九十年代すぎの教会 学者は矛盾し対立する教皇令や 会議 条文を調和と統一の観点から捉えなおし、総合しようとつとめた。弁証法的法学と呼べるような新しい法解釈の方法の誕生 ある リエージュのアルゲリクスが十二世紀初頭に執筆した『慈悲と正義について』（
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ストのあいだに法制定者の権威に由来する効力の格差を認めている。教皇令は公会議や管区教会会議で採択された教令に優先するし、後二者の 令も教皇の承認なしには効力をもたない。すべて カノン法は教皇に淵源し、 は「カノン法の創造者」《
auctor canonum
》な
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る教皇特使は中央と地方の仲介役として働い 彼は教皇の命令を地方に伝えてその実施を監視するかたわら、地方教会がかかえている様々な問題をローマに持ち帰った。地方の有力な聖職者 中から任用された常設的な特使（たとえばパッサウ司教アルトマン、コンスタンツ司教ゲープハルト、オロロン司教アマ、ディ司教ユーグ、カンタベリー大 ランフランクなど）と並んで、特別の使命をおびた 皇特使（
legatus a latere ）が必要に応じて中央から派遣された。そして後
















































































字や書体の統一をはかった みならず、尚書院を教皇官房の地位にたかめるために多大な努力を惜しまなかった。 長は特許状 精査











彼らは教皇 秘書ないし書記の仕事をゆだねられて教皇文書にもしばしば副署した。教皇カペラーヌスは職務 重要性と教皇との親密さのゆえに権力への登竜門になった。パ カリス二世は「彼のすべての記とカペラーヌス」《
scriptores suos om
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ところと譲れ いところを明確にすること よっ 妥協 合意へ みちが開かれたのであり、叙任権闘争はその解決 向け 動きだし といえよう。以下において我々はイングランド、フランス、および帝国の叙任権闘争の動向 つ 見てゆくことにした（ⅰ）ウィリアム二世下に聖俗の貴顕を集めて開かれたロッキンガム会議 一〇九五年二月）のメーンテーマは、王と 皇 双方に対する





















































カリス自身もオマージュの存続には内心不満をおぼえていた である。一一〇七年五月三十日付けのアンセルム宛書簡では、イングランドに多い司祭の息子に対しても「時代の必要と 会 有用性 ゆえ 」《
pro necessitate tem

















































同意をとりつけることな には司教のポスト 就く はむずかしかったといってよい。　
グアスタッラ教会会議の閉幕後、パスカリス二世はフランスに向け



























































































































































































































教皇を退位し、ガエータ湾に浮かぶポンツァ島に隠遁して余生を修道士としてすごすことを考えるまでになった。枢機卿たちの強い要請よって教会会議の召集はもはや避けがたい情勢に っ 。協定 締結からおよそ一年が経過した一一一二年三月十八日に テラノ聖堂で教会会議が開かれた。枢機卿のほぼ全員と百三 名以上 司教が出席した。 期は六日間にまたがったが、最初の三日間の審議内容がまったく伝えられていないのは議事進行をめぐって議論が紛糾したせいと思われる。五日目にパスカリスはハインリヒの捕虜になった経緯を説明し、教会と市民のより大きな悲劇を避ける に国王 叙任権を容認したと釈明した しかし「兄弟たち（枢機卿）の助言と副署なしに」《
sine fratrum
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  La Réforme Pontificale（Ⅱ）
Takehiko SEKIGUCHI
 Le pontificat d'Urbain Ⅱ et Pascal Ⅱ(1088-1118) marque un tournant dans 
l'histoire de la lutte qui durait depuis 1076. Le déroulement de la lutte avait montré 
que les intransigeantes revendications théocratiques de Grégoire Ⅶ étaient non 
seulement irréalisables mais contraires au sentiment populaire. Aussi abandonna-t-
on les questions de principes qui étaient au premier plan pendant la période 
grégorienne et se limita-t-on à la question des investitures. Lors d'une rencontre 
entre Henri Ⅰer de l'Angleterre et Anselme de Canterbury à Laigle(juillet 1105), 
Henri déclara renoncer à l'investiture, mais il continuait à affirmer ses droits sur 
l'hommage(hominium) des prélats. La querelle des investitures en France fut réglée, 
lors d'une rencontre à Saint-Denis(avril 1107) entre le pape Pascal Ⅱ et les rois 
Philippe Ⅰer et Louis Ⅵ. En France, non seulement on abandonnait désormais 
l'investiture laïque (royale) par la crosse et l'anneau, mais le roi renonçait 
également à l'hommage prêté par les évêques et se contentait d'exiger d'eux un 
serment de fidélité. La querelle se réduisait définitivement à la question de 
l'investiture. Comme l'empereur Henri Ⅴ(1106-1125) ne démordait pas de 
l'investiture royale avec la crosse et l'anneau, les fronts se figèrent et le règlement 
d'un conflit fut retardé. 
 Grégoire Ⅶ ne fit pas d'innovation dans la structure administrative. Mais l'on peut 
signaler les rénovations remarquables des organes de l'administration sous deux 
potificats d'Urbain Ⅱ et Pascal Ⅱ. Avec l'institutionnalisation qui est un des traits 
caractéristiques de l'administration de l'Église à partir de la fin du siècle, 
commence un nouveau chapitre de l'histoire des papes. Elle touche à toutes les 
branches du gouvernement central de l'Église, le service financier(camera 
apostolica), la chancellerie pontificale(cancellaria apostolica), la chapelle papale(capella 
papalis), et le collège des cardinaux. Les cardinaux ne pouvaient plus accomplir 
leurs fonctions liturgiques traditionnelles et celles-ci furent confiées aux chapelains. 
Mais le pape Pascal remettait à leurs chapelains de multiples tâches, donc ils 
devenaient bientôt la pépinière de cardinaux. Pascal Ⅱ éleva tous ses secrétaires 
et chapelains(scriptores suos omnes ac capellanos) au rang de cardinal. C'est le collège 
des cardinaux qui assura la continuité de la politique papale.   
